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劉
子
健
博
士
須
書
紀
念
宋
史
研
究
論
集
刊
行
曾
編

劉
子
健
博
士
須
書
紀
念
宋
史
研
究
論
集

伊

原

弘

中
園
史
に
お
い
て
宋
代
が
重
要
な
繁
革
期
で
あ
る
こ
と
は
賛
言
を
ま
た
な

い
。
多
く
の
研
究
者
が
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
こ
の
描
皮
革
期
に
挑
み
、
一
際
膨
大

な
成
果
が
中
園
史
研
究
の
上
に
輝
く
。
し
か
も
、
こ
の
分
野
で
は
早
く
か
ら
図

際
問
調
が
行
な
わ
れ
た
。
故
エ
チ
エ
ン
ヌ

・
パ
ラ
ー
ジ
氏
の
提
唱
に
よ
っ
て
進

め
ら
れ
た
こ
の
園
際
協
-
調
は
多
く
の
成
果
を
生
ん
で
い
る
。
宋
代
史
研
究
は
、

こ
の
よ
う
な
面
か
ら
い
っ
て
も
、
中
園
研
究
を
領
導
し
う
る
重
要
な
分
野
で
あ

る
。
か
く
の
ご
と
き
状
況
に
あ
っ
て
、
米
図
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
皐
数
筏
劉
子
隆

博
士
は
、
園
際
交
流
と
協
調
に
よ
る
研
究
を
さ
ら
に
推
進
し
、
そ
れ
に
献
身
さ

れ
た
こ
と
で
夙
に
名
高
い
。
本
書
は
博
士
の
退
職
と
煩
誇
を
記
念
し
て
編
ま
れ

た

一
大
論
文
集
で
、
規
模
の
大
き
さ
、
内
容
の
庚
さ
、
寄
稿
者
の
質
と
数
か
ら

い
っ
て
も
類
例
を
見
な
い
金
字
塔
的
な
論
集
で
あ
る
。
多
年
に
わ
た
る
博
士
の

努
力
と
貢
献
が
こ
の
よ
う
な
論
集
を
完
成
さ
せ
た
の
で
あ
り
、
ま
こ
と
に
慶
賀

に
耐
え
な
い
。

博
士
の
皐
界
へ
の
貢
献
は
い
ま
さ
ら
云
う
べ
き
黙
が
な
い
が
、
巻
頭
の
略
歴

及
び
著
作
一
覚
、
さ
ら
に
は
斯
波
義
信
氏
の
手
に
な
る
小
俸
が
博
士
の
業
績
及

び
研
究
へ
の
情
熱
と
苦
難
に
満
ち
た
時
代
を
経
験
し
つ
つ
も
揺
る
ぎ
の
な
い
確

信
の
も
と
に
切
り
拓
か
れ
た
皐
究
の
人
生
を
あ
ま
す
こ
と
な
く
即
時
え
、
讃
む
も

の
の
心
を
打
た
ず
に
は
お
か
な
い
。
こ
の
よ
う
な
信
念
と
情
熱
こ
そ
が
、
博
土

を
研
究
と
園
際
協
調
の
確
立
に
努
力
さ
せ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

博
士
の
函
際
的
研
究
者
育
成
へ
の
献
身
も
有
名
で
あ
る
。
博
士
の
も
と
で
祭

び
、
収
穫
を
得
た
研
究
者
は
少
な
く
な
い
。
評
者
は
残
念
な
が
ら
直
接
そ
の
時
首

骸
に
接
し
た
こ
と
が
な
く
数
示
を
受
け
る
機
舎
も
持
た
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で

も
な
お
幾
多
の
心
遣
い
を
戴
い
て
来
た
。
こ
れ
ら
は
、
宋
代
史
研
究
に
掲
わ
る

も
の
た
ち
が
等
し
く
戴
い
た
恩
恵
で
あ
ろ
う
。
今
回
、
博
士
に
、
こ
の
よ
う
な

空
前
の
論
文
集
が
献
呈
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
背
後
に
は
、
か
く
の
ご
と
き
事
情

が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
寄
稿
者
も
日
本
か
ら
は
勿

論
の
こ
と
米
圏
、
西
欧
、
中
園
、
豪
湾
、
香
港
か
ら
と
文
字
通
り
図
際
的
と
な

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
多
園
籍
の
研
究
者
で
構
成
し
た
結
果
、
本
書
は
現
在
の
中

園
研
究
の
基
礎
的
言
語
で
あ
る
日
中
英
の
三
筒
園
語
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
い
ま
ま
で
、
複
数
以
上
の
言
語
で
論
文
集
を
構
成
し
た
例
が
な
か
っ
た

謬
で
は
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
ら
は
組
織
的
に
編
纂
を
は
か
っ
た
と
は
言
い
難

く
、
こ
れ
ほ
ど
計
壷
的
に
詰
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、

今
後

の
園
際
的
論
文
集
の
モ
デ
ル

・
ケ
ー
ス
の
一
つ
に
な
り
え
よ
う
。

論
文
の
日
本
語
の
抄
誇
を
附
し
た
こ
と
も
一意
味
が
大
き
い
。
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
、
英
文
で
書
か
れ
た
文
献
を
参
照
す
る
習
慣
の
乏
し
い
我
が
園
の
中
園
史

で
は
、
中一一昨
出
語
集
が
共
遁
の
認
識
を
う
み
、
問
題
意
識
に
も
共
通
の
も
の
が
生

れ
よ
う。

す
な
わ
ち
、
こ
の
よ
う
な
努
力
は
、
日
本
の
宋
代
史
研
究
者
に
外
閣

の
研
究
の
水
準
に
目
を
向
け
さ
せ
、
ひ
い
て
は
日
本
の
水
準
を
一
一
層
押
し
上
げ

て
い
く
か
ら
で
あ
る
。
十件
警
の
編
集
を
提
唱
し
霊
力
さ
れ
た
衣
川
強
氏
を
始
め

と
す
る
関
係
各
位
に
心
か
ら
敬
服
す
る
。

末
尾
に
執
筆
者
の
競
歴
が
記
し
て
あ
る
の
も
、
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
述
べ

た
よ
う
に
、
園
際
交
流
が
活
液
化
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
相
互
の
研
究
者
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及
び
研
究
状
況
に
関
す
る
知
識
は
十
分
で
な
い
。
た
と
え
ば
、
中
園
に
お
い
て

は
『
宋
史
研
究
逼
訊
』
が
あ
り
、
米
園
で
も
凶
宮
町
内
向

H
S
。
¥
句
R
W
N
h
M
1
寝
室

'同
H
R
R
訟
な
が
あ
る
が
、

我
が
園
で
は
こ
の
よ
う
な
も
の
が
夜
行
さ
れ
て
い
な

い
。
最
近
、
同
M
2
2
戸
田
o-
氏
に
よ
っ
て
、

ωロロ
m
a
J
R
c
g
m
2
2
5
V
〉
正
臼

ロ
と
し
て
出
版
さ
れ
た
同

2
2
3
F
叫

4
8
N
M
¥。、

H
Z
句
吉
丸
、
。
¥
b
s
h
-

同
定
。
ミ
・
句

2
2
。
同
』
O
C
円
ロ
と
え

ω
E
m
'
J
E
S
ω
Z
E
E
-
に
掲
載
さ
れ

た
日
本
の
文
献
目
録
も
出
版
年
代
が
古
い
う
え
に
緩
績
的
な
も
の
が
な
い
。
こ

こ
か
ら
も
、
最
近
の
日
本
の
翠
舎
や
研
究
者
が
定
期
的
な
情
報
把
擾
と
公
開
に

組
織
だ
っ
た
努
力
を
し
て
い
な
い
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
あ
ま
り
に
断
代
史
に
偏

っ
た
活
動
は
大
き
な
弊
害
を
生
む
と
も
考
え
る
が
、
中
園
研
究
の
一
翼
を
櫓
う

日
本
と
し
て
も
一
考
の
叫
跡
地
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
一
意
味
か
ら
も
こ
う

し
た
研
究
者
リ
ス
ト
は
相
互
の
交
流
に
役
立
つ
も
の
と
な
ろ
う
。
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本
書
は
、
中
文
、
和
文
、
英
文
の
順
で
配
置
さ
れ
三
筒
園
語
の
各
タ
イ
ト
ル

も
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
日
本
語
の
題
目
の
み
示
し
た
。
な
お
、
共

同
執
筆
も
あ
っ
て
、
執
筆
者
数
と
論
文
数
の
不
一
致
は
こ
こ
か
ら
で
て
い
る
。

王
曾
議
南
宋
後
期
、

揚
州
駐
屯
部
隊
の
名
穏
と
現
存
す
る
揚
州
城
甑
文

の
検
詮

王
雲
海

『
宋
曾
要
輯
稿
校
補
』
績
論
||
並
び
に
藤
田
本
『
宋
曾
要
』

「
食
貨
・
市
船
」
の
稿
本
の
検
討

王
徳
毅
宋
代
温
州
晃
氏
の
家
系
に
つ
い
て

田
浩
(
図
。

1
c
o
z
-
E内
田
吋
三
自
由
ロ
)
・
総
宗
憲

金
朝
の
思
想
と
政
治
制
度
に
つ
い
て

宋
代
の
理
筆
家
|
|
唐
仲
友

朱
瑞
隈

『
宋
史
筆
』
遼
・
金
俸
を
讃
む

宋
代
の
検
正
と
都
司
に
つ
い
て
|
|
宰
相
嵐
官
の
襲
化
か
ら
宰

相
槌
の
伸
張
を
看
る
|
|
|

五
代
北
宋
期
に
お
け
る
開
封
減
建
設
の
計
賓
と
貧
施

南
宋
機
速
房
の
設
立
よ
り
宋
代
の
君
主
権
と
宰
相
権
の
昇
降
を

論
ず

徐

規

沈

括
の
業
績
に
関
す
る
年
代
史

梁
庚
実
北
宋
一
脚
宗
時
代
の
西
北
迭
境
に
お
け
る
軍
糧
の
調
達

陳
高
華
蒙
古
使
節
王
織
の
南
宋
汲
遣
に
つ
い
て

陳

智

超

宋

代

の

書

舗

と

訟

師

陳
風
午
森

(Zor-
-ω
自
の

E
ロ
)

宋
・
金
の
二
帯
、

碁
で
天
下
を
争
う
ー
ー
ー

『
宣
和
遣
事
』
の
史
貧
|

|

黄
寛
重
南
宋
の
茶
一
商
人
頼
文
政
の
叛
観

楊
徳
泉
・
任
鵬
傑
照
寧

・
元
盟
時
代
、
農
田
水
利
法
の
施
行
に
伴
う
地
理

的
分
布
と
祉
曾
的
数
果
に
つ
い
て

宋
代
四
川
の
商
品
経
済
の
繁
祭
と
交
子
の
誕
生

宋
元
時
代
の
浦
陽
鄭
氏
の
家
族
研
究
|

|
宋
元
時
代
の
社
曾
階

級
構
造
の
探
求
|

|

宋
代
の
瀬
州
に
赴
任
し
た
官
僚
と
量
子
・
関
息
了
|
潮
州
に
お

け
る
韓
念
品
尋
崇
の
由
来
|
|

五
代
宋
時
代
の
官
田
の
経
営
形
態

宋
初
の
政
治
と
宗
教

宋
代
の
郷
司
ー
ー
そ
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ
っ
て
||

南
宋
東
南
曾
子
の
界
制
と
夜
行
額

南
宋
期
家
産
分
割
に
お
け
る
女
承
分
に
つ
い
て

李宋周
賓
珠

林
天
蔚

賀
大
泉

漆

侠

鏡
宗
願

臨
家
駒

竺
沙
雅
一
章

梅

原

郁

草

野

靖

柳
田
節
子

漏瞬
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佐
竹
靖
彦
漉
州
江
安
麻
生
南
番

佐

伯

富

宋

代
に
お
け
る
牢
成
軍
に
つ
い
て

衣
川

強

劉

整

の

叛
飢

宮
崎
市
定
緋
姦
論
の
姦
を
排
ず

斯
波
義
信

宋
代
湖
州
の
豪
落
復
原

』
。
『
ロ
巧
・(リ
Z
R
2

地
位
、

家
族
、
郷
土
|
|
宋
代
の
「
登

科
録
」
の
分
析
ー
ー

南
宋
に
お
け
る
歴
史
像
の
定
型
化
の
展

開
1
1
1
史
菊
遠
の
場
合

金
朝
の
法
律
睦
系

宋
朝
の
鎖
業
政
策

陳
奥
義
の
詩
に
見
ら
れ
る
唐
風
と
宋
風

の
矛
盾

貿
易
、
通
貨
政
策
、
中
図
式
「
重
商
主

義
」

見
せ
掛
け
の
奇
跡
l
1十
二
世
紀
侠
西

の
授
造
さ
れ
た
俸
承

権
力
者
の
犯
罪
|
|
陳
執
中
の
場
合

宋
代
の
史
権

猫
介
な
る
政
治
家

・
張
一
商
英

南
宋
高
宗
皇
-帝
論

王
安
石
の
改
革
運
動
新
論

十
三
世
紀
初
頭
の
日
中
文
化
交
流
|
|

中
園
に
お
け
る
入
宋
信
俊
務

宋
初
の
武
力
均
衡
政
策
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同
州
四
円
「

ω円
L

F
・ロω
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ω

z
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r
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司
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r
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』・

0
0
一目

』曲目
2
7白
-
Z
R岡
市
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roz
玄
-
Z曲
『
件
当
己
-

U
R
i
ι

』。

rgoロ

回
ユ
白
口
開
・
玄

n-r-m官

。。ロ『曲

ιω
円

rF円
o
r陶ロぬ『

国
内
凶
【
謡
、
一
同

ω円
r
E
E寸の
-
E同

N
O円

』

5
岡
田
制

r
g
吋
ω
O

(

陶
耳
目
生
)

ω
E，u
る

吋

g問
(

都

嗣
百
向
)

問、一ロ色白〈〈
ω-
件。ロ

E
B
E
E
出・
4
〈

ozz-マ・

こ
れ
ら
は
、
さ
ら
に

l

歴
史
、
日
地
理
、

m
祉
曾
、

W

経
済、

V

政
治
、
M
H

法
制、

W

宗
教
、
酒
皐
術
思
想
、
医
科
風
午
、
X
文
察
、

河
慈
術
、
苅

書
誌
皐
の
十
二
項
目
に
分
類
さ
れ
る
。
た
だ
し
、

K

科

恩
て
お
よ
び
W
A

議
術
は
項
目
の
み
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
研
究
動
向
が

一一層

明
確
に
な
っ
て
く
る
。
も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
分
類
が
安
嘗
か
否
か
は
一
考
の

品
跡
地
が
あ
ろ
う
。
分
類
と
問
題
意
識
は
別
だ
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
目
次
を
遁
見
し
て
最
初
に
感
じ
る
の
は
、
貧
に
多
く
の
研
究
者
が
多
彩

な
テ
1
7
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
思
い
で
あ
る
。
本
書
が
宋
代
の
諸
問
題

を
カ
バ
ー
す
る
の
で
は
な
い
が
、
各
分
野
に
過
不
足
な
く
論
文
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
項
目
の
配
分
か
ら
見
る
限
り
、
興
味
や
方
法
に
偏
り
が
あ

り
つ
つ
も
、
概
し
て
興
味
と
問
題
意
識
は
均
一
と
い
え
よ
う
。
宋
代
史
研
究
と

い
え
ば
、
北
宋
史
、
そ
し
て
枇
曾
経
済
史
と
制
度
史
と
い
っ
た
ス
テ
レ
オ
・
タ

イ
プ
の
渓
想
だ
け
で
は
捉
え
き
れ
ぬ
多
彩
な
問
題
意
識
が
展
開
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
た
だ
、
全
臨
的
な
傾
向
と
し
て
、
最
近
の
中
園
史
研
究
に
特
徴
的
な
士

大
夫

・
思
想
に
連
動
す
る
研
究
が
多
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
な
お
、
皐
術
思

想
、
書
誌
皐
の
よ
う
に
欧
米
・
中
園
の
研
究
者
で
固
め
ら
れ
た
項
目
も
あ
る
。

こ
れ
は
そ
の
分
野
で
我
が
図
の
研
究
が
手
部
だ
と
い
う
の
で
は
な
く
、
単
な
る

人
選
上
の
問
題
だ
が
、
一
つ
の
潮
流
を
示
す
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
れ
も
、

述
べ
て
き
た
よ
う
な
、
園
際
的
交
流
が
推
進
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

最
近
は
園
際
皐
舎
が
多
い
。
こ
れ
は
軍
に
中
園
だ
け
で
な
く
、
護
問
、
香
港

に
も
共
通
し
、
正
直
な
と
こ
ろ
あ
ま
り
に
も
多
す
ぎ
る
と
い
う
感
が
な
い
で
も

な
い
。
安
直
で
偏
っ
た
構
成
の
う
え
に
、
僅
か
な
外
園
人
の
出
席
を
も
っ
て
園

際
皐
舎
と
稽
す
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
う
え
、
本
来
は
純
粋
で
あ
る
べ

き
翠
術
曾
議
の
開
催
に
、
様
々
な
意
圃
が
感
じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
ま

ま
で
良
い
の
か
と
も
思
う
。
し
か
も
、
中
園
研
究
の
一
翼
を
捻
っ
て
き
た
日
本
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で
、
積
極
的
な
曲
学
術
交
流
の
企
査
に
鉄
け
る
こ
と
も
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
現
吠
が
各
圏
、
各
研
究
者
の
交
流
を
密
に
し
て
い
る
面
は
否
定
で

き
な
い
。
研
究
意
識
や
問
題
意
識
、
さ
ら
に
は
研
究
者
聞
の
交
流
が
進
ん
で
い

る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
成
果
の
一
端
は
本
書
に
も
見
ら
れ
、
研
究
テ
ー

マ
が
著
し
く
掛
離
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
と
は
い
え
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方

法
や
問
題
意
識
の
愛
生
に
は
異
な
る
要
素
も
感
じ
ら
れ
、
興
味
を
も
た
せ
る
。

以
下
、
各
章
ご
と
に
検
討
し
よ
う
。
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述
べ
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
、
各
テ
l
マ
毎
の
分
類
に
従
っ
て
論
評
す
る
。

I

歴
史
に
お
さ
め
る
の
は
宮
崎
市
定
「
緋
姦
論
の
姦
を
燐
ず
」
、
徐
規

「
沈
括
の
業
績
に
関
す
る
年
代
史
」
、
出
己
主

mω
品
目
《
同
Hac--EN2
「
狽
介

な
る
政
治
家
・
張
商
英
」
、
日
ロ
m'任
。
ロ
吋

g
「
南
宋
高
宗
皇
帯
論
」
、
円
、

5
p

d
f
r
oロ
「
十
三
世
紀
初
頭
の
日
中
文
化
交
流
il
l-中
園
に
お
け
る
入
宋
信
俊

初
」
の
各
論
で
あ
る
。
宮
崎
市
定
氏
は
、
蘇
淘
の
「
排
姦
論
」
を
嘗
時
の
政
治

情
勢
お
よ
び
考
詮
皐
の
獲
遷
を
念
頭
に
論
じ
る
。
深
い
知
識
あ
っ
て
こ
そ
の
論

文
で
、
宋
代
の
研
究
を
領
導
し
て
来
ら
れ
た
泰
斗
と
し
て
、
思
考
や
論
の
組
み

立
て
、
史
料
考
誼
は
こ
の
よ
う
に
行
な
う
べ
き
だ
と
の
指
針
も
示
さ
れ
る
。
ま

る
で
手
慣
れ
た
得
物
を
打
ち
振
る
う
老
練
な
武
者
を
見
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

徐
規
氏
の
論
文
は
『
夢
渓
筆
談
』
の
著
者
と
し
て
有
名
な
科
同
学
者
沈
括
の
年
代

記
で
あ
る
。
優
れ
た
寓
能
人
で
あ
る
沈
括
の
出
現
と
存
在
を
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。
梅
原
郁
氏
は
『
夢
渓
筆
談
』
(
卒
凡
枇
、
一
九
八
一
年
)
添
附
の
小
停

で
、
沈
括
は
宋
代
と
同
じ
地
卒
の
上
に
立
つ
と
論
じ
る
が
、
ま
さ
に
そ
の
通
り

で
、
沈
括
も
ま
た
我
が
園
の
異
能
人
卒
賀
源
内
と
同
じ
く
時
代
の
子
で
あ
る
。

そ
の
意
味
を
よ
り
深
く
研
究
し
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

ω各
自
山
内
山
寸
巴
吉
伸
N
O
同
氏
は
、
北
宋
末
の
政
治
家
張
一
商
英
を
論
じ
る
。
張
一
商

英
は
『
宋
史
』
巻
一
一
一
五
一
の
俸
に
あ
る
よ
う
に
奈
京
と
交
互
に
宰
相
を
つ
と
め

た
が
、
取
り
分
け
て
功
績
が
残
る
謬
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
我
が
園
で
も
等
関
観
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
『
ア
ジ
ア
歴
史
辞
典
』
で
も

通
り
一
遍
の
紹
介
で
、
取
り
立
て
た
功
績
が
な
い
と
片
付
け
る
。
だ
が
、
考
え

て
見
れ
ば
英
宗
の
治
一
今
二
年
に
進
士
及
第
の
の
ち
王
安
石
に
登
用
を
受
け
て
宣

和
三
年
の
波
時
ま
で
活
動
を
績
け
た
人
物
で
あ
る
。
仕
え
た
皇
帝
も
北
宋
九
代

の
う
ち
、
英
宗
・
一
柳
宗
・
哲
宗
・
徽
宗
の
四
代
に
お
よ
び
、
生
涯
も
北
宋
二
ハ

六
年
の
歴
史
の
ほ
と
ん
ど
半
分
に
達
す
る
。
激
動
す
る
政
治
の
な
か
を
し
ぶ
と

く
生
き
の
び
た
襲
り
身
の
多
い
人
物
と
し
て
注
目
に
債
す
る
。
巧
い
設
定
と
感

心
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
覗
貼
こ
そ
政
治
史
に
必
要
と
感
じ
た
。
従
来

の
研
究
は
、
大
き
な
事
件
や
人
の
み
を
封
象
に
し
が
ち
で
、
そ
の
背
後
に
潜
む

も
の
や
日
常
の
究
明
が
十
分
で
な
か
っ
た
傾
向
が
あ
る
。
こ
れ
は
ま
た
、
非
常

の
世
界
の
浮
彫
り
に
も
不
十
分
に
す
る
。
こ
う
し
た
飲
黙
を
埋
め
て
い
く
愛
想

と
い
え
よ
う
。
も
っ
と
も
、
論
黙
は
併
敬
と
の
関
係
を
主
僅
に
し
、
政
治
史
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
。

』
百
四
B
臼

V
O
ロ
吋
曲
。
氏
は
複
雑
な
性
格
の
持
主
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
南
宋
初

代
皐
帝
高
宗
に
ス
ポ
ッ

ト
を
あ
て
る
。
す
な
わ
ち
、
高
宗
の
性
格
と
政
策
は
皇

位
縫
承
の
正
統
性
へ
の
希
求
と
武
終
へ
の
不
信
か
ら
で
、
失
地
回
復
よ
り
君
権

安
定
を
重
ん
じ
た
結
果
と
論
じ
る
。

F
Z
E
J弓
弘
同
O

口
氏
は
入
宋
借
の
問
題
を

論
じ
る
。
我
が
圏
の
日
中
交
流
史
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
日
本
史
の
分
野
と

し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
。
だ
が
、
紛
れ
も
な
い
宋
代
史
の
問
題
で
も
あ
る
。
嘗

時
の
日
本
人
が
中
園
か
ら
何
を
吸
収
し
た
の
か
は
、
中
園
文
化
の
特
質
の
追
及

で
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
近
年
、
江
戸
期
の
思
想
及
び
賓
翠
の
検
討
に
際
し
て

宋
拳
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
問
題
の
員
拳
な
追
及
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に
必
要
な
頑
黙
と
言
え
よ
う
。

日

地
理
に
所
枚
す
る
の
は
周
賓
珠
氏
の
論
文
の
み
。
最
近
は
水
利

・
地

理
観
的
な
論
文
は
流
行
ら
な
い
の
か
。
近
年
、
盛
ん
な
都
市
研
究
も
こ
の
論
文

一
本
で
、
い
さ
さ
か
寂
し
い
う
え
に
特
に
目
新
し
い
内
容
で
も
な
い
。
開
封
が

帝
都
と
し
て
定
着
し
て
い
っ

た
背
景
も
、
従
来
か
ら
の
指
摘
と
そ
う
異
な
る
誇

で
は
な
い
。
最
近
、
久
保
田
和
男
氏
は
後
梁
の
基
盤
で
あ
っ
た
開
封
が
帝
都
と

し
て
認
識
さ
れ
て
い
く
の
は
唐
末
以
来
逼
塞
し
て
い
た
大
運
河
に
よ
る
の
で
は

な
く
、
海
運
に
よ
っ
て
山
東
に
搬
運
さ
れ
た
物
資
を
供
給
す
る
に
使
の
あ
っ
た

が
ゆ
え
で
あ
る
と
論
じ
た
(
『
史
観』

一
一
九
、
一
九
八
八
年
)
。
も
ち
ろ
ん
、

開
封
が
統
一
王
朝
の
帝
都
と
し
て
昇
華
し
て
行
く
の
に
は
大
運
河
が
必
要
で
あ

る
。
だ
が
、
そ
の
根
底
に
お
い
て
、
華
北
の
要
所
で
あ
る
こ
と
が
必
要
な
こ
と

も
念
頭
に
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
開
封
が
一
帝
都
と
し
て
成
立
し
て

い
く
う
え

で
、
な
お
複
雑
な
要
素
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
だ
。
開
封
に

在
住
し
て
研
究
を
推
進
さ
れ
る
氏
に
は
、
地
の
利
を
踏
ま
え
た
多
く
の
知
識
と

成
果
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
枚
数
の
関
係
も
あ
っ
て
割
愛
さ
れ
た
部
分
も
多
い

と
思
わ
れ
る
が
、
今
後
と
も
一
一
層
の
研
究
の
進
展
を
望
み
た
い
。

血

祉
舎
に
は
斯
波
義
信

「宋
代
湖
州
の
緊
落
復
原
」
、
王
徳
毅

「
宋
代

泊
州
晃
氏
の
家
系
に
つ
い
て
」
、

漆
侠

「
宋
元
時
代
の

浦
陽
鄭
氏
の

家
族
研
究

|
|
宋
元
時
代
の
吐
曾
階
級
構
造
の
探
求
||
」
、
佐
竹
靖
彦
「
漉
州
江
安
豚

生
南
番
」
、
』
o

z
t
ξ
・【

U
E
F
O
「
地
位
、

家
族
、
郷
土
||
宋
代
の
「
登
科

録
」
の
分
析
|
|
」
、
柳
田
節
子
「
南
宋
期
家
産
分
割
に
お
け
る
女
承
分
に
つ

い
て
」
を
お
さ
め
る
。
期
せ
ず
し
て
、
日
本
人
の
論
文
の
大
半
が
祉
舎
史
に
入

り
面
白
い
と
思
っ
た
。
枇
舎
史
的
な
研
究
は
、
ど
ち
ら
か
と
云
え
ば
日
本
の
研

究
者
の
思
考
に
馴
染
ま
な
い
と
思
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
に
所

収
さ
れ
た
論
文
の
殆
ど
が
家
族
関
係
で
、
他
の
分
野
に
所
収
さ
れ
た
論
文
と
合

わ
せ
て
考
え
る
と
、
家
族
問
題
が
依
然
と
し
て
重
要
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
さ

せ
ら
れ
る
。
斯
波
義
信
氏
は
湖
州
の
豪
落
復
元
に
よ
っ
て
、
宋
代
の
社
舎
の
秩

序
と
形
態
、

さ
ら
に
は
時
代
的
努
遷
の
位
置
付
け
を
探
り
、

『
嘉
泰
央
輿
志
』

お
よ
び
『
夷
竪
志
』
所
収
の
地
名
の
詳
細
な
分
析
に
よ
っ
て
、
麿
宋
聞
の
吐
舎

出
炭
化
の
激
し
さ
と
次
の
時
代
へ
の
過
渡
的
現
象
を
提
示
す
る
。
唐
宋
閲
は
地
名

が
襲
動
し
た
時
期
で
、
そ
の
把
渥
に
よ
っ
て
祉
曾
愛
化
を
立
透
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。
地
名
の
拙
炭
化
は
嘗
該
地
域
の
第
化
を
意
味
す
る
だ
け
で
な
く
、
土

地
所
有
や
管
理
形
態
の
祭
化
と
も
結
び
つ
く
が
、
そ
こ
に
地
域
差
や
停
滞
性
、

さ
ら
に
は
落
差
が
あ
る
こ
と
も
承
知
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
『
夷
堅
士
ど

に
あ
ら
わ
れ
る
通
俗
的
地
名
が
も
っ
意
味
の
判
断
も
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
王
朝
の
把
握
と
布
離
し
た
現
象
が
内
在
す
る
こ
と
は
指
摘
の
通
り
で
あ
る

が
、
そ
こ
か
ら
祉
舎
の
寅
相
を
浮
び
上
が
ら
せ
る
に
は
、
な
お
多
く
の
作
業
が

必
要
な
こ
と
も
指
摘
の
通
り
で
あ
る
。

王
徳
毅
氏
は
能
力
主
義
で
あ
っ
た
と
す
る
宋
代
社
舎
に
も
知
識
人
の
家
柄
を

誇
る
風
潮
が
あ
っ

た
と
し
て
、

澄
州
晃
氏
の
家
系
を
考
察
す
る
。

晃
氏
は
南
波

後
も
打
撃
を
受
け
て
い
な
い
か
ら
、
同
様
の
名
族
呂
氏
と
も
針
比
し
う
る
興
味

深
い
事
例
で
あ
る
。
科
患
に
よ
る
浮
沈
み
の
多
い
は
ず
の
宋
代
に
こ
の
よ
う
な

家
系
が
存
在
す
る
こ
と
は
か
ね
て
よ
り
指
摘
が
多
く
、
シ
ス
テ
ム
的
に
も
そ
れ

を
支
え
た
思
蔭
の
制
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
王
氏
は
従
来

考
察
の
乏
し
か
っ
た
華
北
の

一
族
を
線
誼
し
た
。
漆
侠
氏
も
同
じ
テ
1
7
を
宋

元
時
代
の
浦
陽
制
御
氏
の
家
族
研
究
で
探
る
。
た
だ
、
頑
黙
は
多
少
異
な
り
、
王

氏
が
士
大
夫
と
し
て
の
知
的
経
承
を
探
る
の
に
針
し
て
、
家
族
管
理
の
形
態
と

経
営
の
面
か
ら
検
討
す
る
。
こ
の
黙
、
一

一族
縫
承
の
あ
り
方
の
深
い
解
明
と
な

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
究
明
が
祉
舎
の
深
層
を
解
明
す
る
が
、
そ
れ
を
支
え
る
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
と
は
何
か
、
一
一
暦
知
り
た
く
な
る
。
佐
竹
靖
彦
氏
は
濯
州
江
安
蘇
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の
少
数
民
族
生
南
番
の
分
析
に
よ
り
、
地
域
の
特
色
と
肢
曾
の
貧
相
を
論
じ

る
。
こ
の
問
題
に
関
す
る
氏
の
業
績
の
深
さ
に
は
定
評
が
あ
る
。
多
彩
な
論
文

を
集
め
た
本
書
で
も
、
一
定
地
域
や
少
数
民
族
に
関
す
る
論
稿
は
乏
し
く
、
そ

の
意
味
か
ら
も
貴
重
で
あ
る
。
本
論
で
は
一
括
し
て
捉
え
ら
れ
が
ち
な
少
数
民

族
の
内
誇
を
細
か
く
分
析
し
、
宋
朝
の
針
態
と
政
策
、
そ
の
な
か
で
繁
遷
す
る

少
数
民
族
の
内
容
を
も
詳
細
に
分
析
さ
れ
る
。
宋
朝
の
文
化
が
中
園
に
内
在
す

る
諸
民
族
に
ど
の
よ
う
に
影
響
し
た
か
は
不
十
分
な
黙
が
多
い
。
従
来
の
研
究

も
概
ね
北
方
民
族
に
関
す
る
も
の
が
主
盤
で
、
華
南
の
諸
民
族
に
関
し
て
は
未

だ
し
の
感
が
あ
る
。
中
園
大
陸
の
み
な
ら
ず
ア
ジ
ア
へ
援
大
し
て
い
く
中
園
の

本
質
の
把
握
に
は
、
こ
の
よ
う
な
諸
民
族
に
針
態
す
る
政
策
と
思
想
の
研
究
も

必
要
で
、
今
後
と
も
ぜ
ひ
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

柳
田
節
子
氏
は
新
出
の
明
版
『
清
明
集
』
を
利
用
し
つ
つ
女
子
の
財
産
援
を

論
じ
る
。
女
性
史
研
究
は
最
近
活
滋
化
し
つ
つ
あ
り
、
研
究
史
も
回
顧
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
大
い
に
注
目
す
べ
き
で
、
中
園
社
舎
の
研
究
に
新
分
野
を
切
拓

く
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ぬ
。
だ
が
、
そ
の
震
に
は
、
女
性
史
を
ど
の
よ
う
に

位
置
付
け
る
か
を
考
え
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
女
性
史
研
究
は
、
お
お
む
ね

そ
の
地
位
の
低
さ
に
注
目
す
る
こ
と
で
進
ん
で
き
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。
そ
れ
が
誤
り
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
こ
に
お
い
て
、
そ
の
あ
り

方
を
一
考
す
る
と
き
が
き
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
女
性
史
を
意
識
の
上
で
確
立

し
て
い
な
い
男
性
史
に
劉
抗
す
る
も
の
と
し
て
位
置
付
け
る
か
、
そ
れ
と
も
よ

り
一
一
層
歴
史
研
究
の
裾
野
を
旗
げ
る
項
目
と
し
て
取
り
あ
げ
る
か
で
あ
る
。
だ

が
、
現
段
階
で
は
、
こ
の
よ
う
な
整
理
は
充
分
で
な
い
よ
う
に
思
う
。
も
っ
と

も
、
こ
の
よ
う
な
考
え
が
女
性
史
を
特
殊
な
も
の
と
し
て
見
て
い
る
と
い
う
誘

り
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
が
。
と
こ
ろ
で
、
中
園
に
お
い
て
は

女
性
の
地
位
低
下
の
理
由
の
一
つ
に
朱
子
皐
を
あ
げ
る
の
を
通
例
と
し
た
。
だ

が
、
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
朱
子
拳
の
盛
行
は
明
代
に
な
っ
て
か
ら
で
、
宋

代
に
は
な
お
権
利
を
有
す
る
例
も
見
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
も
う
少
し
別
の

愛
想
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
、
宋
か
ら
明
へ
の
描
変
化
の
な
か
で
、
家
族

や
そ
の
管
理
維
持
シ
ス
テ
ム
は
ど
の
よ
う
に
鍵
化
し
た
の
か
。
ま
た
、
家
業
の

あ
り
方
は
ど
の
よ
う
に
幾
化
し
た
の
か
。
最
近
、

N
I
E
S諸
園
の
研
究
を
し

て
い
る
祉
舎
皐
者
か
ら
、
中
園
や
韓
園
に
お
け
る
家
業
の
縫
承
、
さ
ら
に
は
家

業
を
誇
り
に
す
る
と
い
う
意
識
に
つ
い
て
質
問
を
受
け
、
答
え
に
窮
し
た
。
な

る
ほ
ど
、
こ
の
よ
う
な
分
析
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
社
舎
に
お
け
る
女
性
の
み

な
ら
ず
男
性
・
子
供
を
も
あ
わ
せ
た
家
や
人
々
の
寅
態
が
把
握
で
き
る
。
そ
の

意
味
か
ら
も
、
女
性
の
地
位
の
鑓
蓬
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
・
タ
イ
プ
の
愛
想

は、

健
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
黙
に
も
言
及
さ
れ
る
氏
の
論
稿
は
、
皐

に
女
性
史
だ
け
で
な
く
、
社
曾
そ
の
も
の
に
関
す
る
再
考
察
の
必
要
を
も
提
示

さ
れ
た
も
の
と
も
受
け
取
り
た
い
。

』

ozd〈・の
E
内
向
。
。
氏
の
論
文
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
『
登
科
録
』
の

分
析
に
よ
り
科
暴
受
験
者
の
卒
均
像
を
出
す
の
は
、

貧
に
巧
い
着
想
で
あ
る
。

か
ね
て
よ
り
『
登
科
鎌
』
の
巧
い
利
用
方
法
は
な
い
か
と
考
え
て
い
た
が
、
そ

れ
を
見
事
に
示
さ
れ
た
。
粟
練
庵
所
蔵
の
輿
地
箇
に
の
せ
ら
れ
た
解
額
と
い

い
、
利
用
す
べ
く
し
て
利
用
し
き
れ
て
い
な
か
っ
た
宋
代
史
料
が
幾
つ
か
あ

る
。
そ
う
い
う
史
料
を
駆
使
さ
れ
、
宋
代
土
大
夫
像
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
は

注
目
に
債
す
る
。
宋
代
士
大
夫
の
賓
像
の
捉
え
か
た
の
一
つ
に
、
法
的
に
考
え

る
方
法
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
無
駄
だ
と
い
わ
な
い
が
、
い
さ

さ
か
徐
裕
が
な
く
硬
直
化
し
た
面
が
な
い
誇
で
は
な
い
。
幅
庚
い
意
味
を
も
っ

士
大
夫
は
、

法
的
な
範
鴎
だ
け
で
捉
え
が
た
い
要
素
が
多
く
、
よ
り
柔
軟
な
思

考
で
追
及
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
が
、
こ
こ
に
そ
の
成
果
が
見
ら
れ

る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
最
近
の
米
園
の
成
果
は
急
で
あ
る
。
急
速
に
こ
こ
ま
で

co 
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到
達
し
た
底
力
に
は
敬
服
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
日
本
の
中
園
研
究
者
も
心
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。
あ
げ
ら
れ
た
史
料
と
い
い
、
愛
想
と
い
い
、
決
し
て
日
本
人
の

研
究
者
に
出
来
え
ぬ
研
究
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
幅
庚
く
歴
史
撃
の
現
状
を

論
じ
た
パ
ラ
グ
ラ
フ
氏
は

『
歴
史
皐
の
現
在
』
(
岩
波
書
庖、

一
九
八
五
年
)

で
、
ラ
イ
ト
氏
の
「
東
洋
準
の
悪
夢
」
と
い
う
言
葉
を
引
用
し
つ
つ
東
洋
皐
を

邦
燃
し
た
が
、
ま
こ
と
に
む
ベ
な
る
か
な
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

w
経

済

に

は
H
N
。

ro『伸
一
玄
・
同
日

zo--「
貿
易
、
通
貨
政
策
、
中
図
式

「
重
商
主
義
」
」
、
郎
家
駒
「
五
代
宋
時
代
の
官
回
の
経
営
形
態
」
、
司
2
2
』・

0
0】
曲
目
「
宋
朝
の
僻
刷
業
政
策
」
、
賀
大
泉
「
宋
代
四
川
の
商
品
経
済
の
繁
祭
と

交
子
の
誕
生
」
、
場
徳
泉
・
任
鵬
傑
「
照
寧

・
元
監
時
代
、
農
田
水
利
法
の
施

行
に
伴
う
地
理
的
分
布
と
社
曾
的
数
果
に
つ
い
て
」
、
梁
庚
完
「
北
宋
一
洞
宗
時

代
の
西
北
迩
境
に
お
け
る
軍
糧
の
調
達
」
、
草
野
靖
「
南
宋
東
南
曾
子
の
界
制

と
夜
行
額
」
な
ど
の
論
文
が
分
類
さ
れ
る
。
貿
易
と
通
貨
政
策
を
通
じ
て
中
園

に
重
商
主
義
を
探
ろ
う
と
す
る

Z
R
Z
o
--
氏
の
論
稿
は
面
白
い
。
宋
代
に
行

な
わ
れ
た
政
策
は
、
確
か
に
商
業
を
重
ん
じ
そ
の
意
味
で
は
重
商
主
義
的
で
あ

る
。
か
つ
て
、
憂
北
の
皐
舎
で
司

2
2
』・。。

-g
氏
が
宋
代
の
経
済
成
長
に

G
N
P
と
い
う
言
葉
を
使
用
さ
れ
た
こ
と
に
新
鮮
な
魅
力
を
感
じ
た
が
、
こ
こ

で
も
こ
の
重
商
主
義
と
い
う
言
葉
に
魅
力
を
感
じ
た
。
そ
の
、
司
2
2
』・。。

-s

氏
だ
が
、
こ
こ
で
は
鍍
業
政
策
を
論
じ
る
。
文
明
の
進
展
の
な
か
で
金
属
の
果

す
役
割
は
大
き
い
。
現
在
知
ら
れ
て
い
る
金
属
の
な
か
で
、
約
半
数
が
使
用
に

債
し
取
り
引
き
さ
れ
て
い
る
。
科
皐
の
向
上
と
杜
舎
の
複
雑
化
が
、
金
属
の
使

用
範
囲
と
精
度
を
あ
げ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
貼
、
前
近
代
の
金
属
使
用
は
極
め

て
限
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
生
産
と
鍛
練
の
女
第
は
皐
に
科
拳
史
か
ら
だ
け
で
な

く
、
祉
舎
の
成
熟
度
や
質
的
な
特
色
を
は
か
る
目
盛
に
も
な
る
。
。
。

-g
氏
は

こ
の
よ
う
に
重
要
な
意
味
を
も
っ
産
業
に
封
す
る
宋
朝
の
政
策
を
論
じ
、
宋
代

に
拙
刷
業
が
一
つ
の
ピ
l
p
を
超
え
た
こ
と
、
官
僚
の
搾
取
な
ど
も
あ
っ
た
が
、

政
府
の
採
掘
政
策
に
つ
い
て
は
一
定
の
評
債
を
輿
え
う
る
こ
と
を
論
じ
る
。
氏

の
指
摘
の
と
お
り
、
宋
代
に
は
金
属
生
産
が
飛
躍
的
に
増
大
し
た
。
だ
が
、
中

園
の
人
的
E
大
さ
と
到
達
し
た
文
明
の
内
容
を
考
え
る
と
、
増
大
し
た
生
産
額

が
必
要
な
紹
針
量
を
凌
駕
し
た
か
、
逆
に
宋
代
に
ふ
さ
わ
し
い
使
用
を
行
な
っ

た
か
ど
う
か
疑
問
で
も
あ
る
。
後
世
、
庚
東
の
餓
が
有
名
と
な
り
重
要
な
輸
出

品
と
な
っ
た
。
だ
が
、
総
出
品
に
な
る
ほ
ど
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
過
剰
口
問
だ
と

は
限
ら
な
い
。
逆
の
場
合
も
あ
り
う
る
。
今
日
で
も
、
産
出
地
で
入
手
で
き
ぬ

品
物
が
、
他
の
地
域
で
容
易
に
し
か
も
安
債
に
手
に
入
る
こ
と
を
し
ば
し
ば
経

験
す
る
。
関
連
す
る
数
値
が
高
い
か
ら
と
い
っ
て
安
易
に
信
用
で
き
な
い
こ
と

は
、
こ
こ
か
ら
も
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
流
通
機
構
や
利
用
状
況
を
基
礎
か
ら
検

討
し
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
前
後
し
た
が
、
鄭
家
駒
氏
は
五
代
宋
時
代
の
官

回
、
す
な
わ
ち
官
所
有
の
田
土
の
経
営
形
態
を
論
じ
、
宋
代
に
お
け
る
官
田
の

所
有
率
は
次
第
に
低
下
し
て
い
く
が
、
そ
れ
は
商
品
経
済
の
愛
達
を
-意
味
し
、

同
時
に
経
営
形
態
に
も
幾
化
を
生
じ
さ
せ
た
と
す
る
。

賀
大
泉
氏
は
四
川の一一
商
品
経
済
の
繁
祭
と
交
子
の
誕
生
の
関
連
か
ら
、
商
品

経
済
の
設
逮
と
そ
の
各
分
野
へ
の
影
響
を
論
じ
、
世
界
最
初
の
紙
幣
の
誕
生
は

四
川
の
高
度
な
経
済
愛
遠
の
上
に
出
現
し
た
と
す
る
。
つ
ま
り
、
重
い
銭
銭
を

使
用
し
て
い
た
こ
と
と
僻
遠
の
地
ゆ
え
に
手
形
の
必
要
性
を
生
じ
た
と
い
う
よ

う
な
理
由
か
ら
紙
幣
の
使
用
が
始
ま
る
だ
け
で
な
い
。
高
度
な
経
緯
開
設
濯
の
背

景
な
く
し
て
紙
幣
の
出
現
は
有
り
え
ず
、
そ
の
便
利
さ
が
四
川
を
覆
っ
て
い
っ

た
が
濫
設
が
圏
家
の
介
入
を
招
い
た
と
す
る
。
中
園
の
貨
幣
経
済
は
ま
だ
不
明

の
黙
が
多
い
。
紙
幣
の
流
通
は
、
大
金
を
動
か
す
場
合
の
銭
の
不
都
合
さ
を
補

う
が
、
何
故
に
紙
幣
の
使
用
に
ジ
ャ
ン
プ
し
た
の
か
、
な
お
追
及
が
必
要
で
あ

ろ
う
。
経
済
の
設
達
は
、
時
代
の
推
移
の
な
か
で
そ
れ
を
支
え
る
シ
ス
テ
ム
を

G
U
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シ
ン
プ
ル
に
す
る
。
今
日
の
貨
幣
シ
ス
テ
ム
も
そ
の
設
左
の
一
つ
で
あ
る
。
中

園
、
さ
ら
に
は
日
本
に
も
見
ら
れ
る
複
雑
な
銭
の
使
用
形
態
と
ど
う
関
連
す
る

の
か
。
以
上
の
論
稿
だ
け
で
は
分
か
り
に
く
い
。
こ
の
問
題
に
果
敢
な
鍬
入
れ

を
し
て
い
る
宮
津
知
之
氏
の
論
稿
に
も
あ
る
が
、
蛍
時
の
貨
解
使
用
形
態
の
原

黙
に
も
ど
っ
て
の
解
明
な
く
し
て
理
解
は
皮
相
な
も
の
に
終
る
。
前
後
す
る

が
、
草
野
靖
氏
も
南
宋
時
代
の
東
南
曾
子
の
界
制
と
夜
行
額
を
検
討
す
る
。
東

南
曾
子
は
元
来
は
免
換
紙
幣
で
あ
っ
た
が
、
一
一
六
八
年
に
不
換
紙
幣
に
獲
更

さ
れ
、
そ
れ
と
と
も
に
三
年
聞
の
有
数
期
開
制
度
を
定
め
た
界
制
も
施
行
さ
れ

る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
き
ち
ん
と
守
ら
れ
な
か
っ
た
。
早
く
か
ら
規
定
を
超
え

た
六
年
間
の
使
用
や
新
奮
雨
紙
幣
の
通
行
と
い
う
混
飢
が
見
ら
れ
た
上
に
、
金

や
モ
ン
ゴ
ル
と
の
戦
闘
か
拍
車
を
か
け
る
。
経
済
混
飢
に
有
数
な
手
が
打
て
な

い
ま
ま
に
崩
嬢
し
て
い
く
宋
王
朝
の
財
政
が
、
明
確
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

梁
庚
実
氏
は
北
宋
紳
宗
時
代
の
西
北
透
境
の
軍
糧
調
達
問
題
を
採
る
。
軍
事

に
関
連
し
た
研
究
は
重
要
で
あ
り
な
が
ら
等
閑
観
さ
れ
て
き
た
。
宋
は
文
治
園

家
と
い
う
が
、
軍
の
比
重
が
大
き
か
っ
た
こ
と
は
他
の
王
朝
と
い
さ
さ
か
も
緩

り
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
面
に
そ
の
影
が
落
ち
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
軍
事
に
関

す
る
研
究
は
単
に
制
度
や
経
済
に
関
連
す
る
だ
け
で
な
く
、
総
迭
や
配
分
、
さ

ら
に
は
技
術
や
生
産
な
ど
裾
野
が
ひ
ろ
が
る
。
そ
ろ
そ
ろ
、
専
門
の
研
究
者
の

養
成
と
幅
庚
い
枠
組
み
を
形
成
す
る
こ
と
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
さ
て
、
氏

は
、
経
済
的
裏
付
け
の
な
い
無
謀
な
軍
事
行
動
を
西
夏
に
針
し
て
行
な
っ
た
宋

の
政
策
を
論
じ
る
。
軍
事
行
動
は
慎
重
な
政
策
の
も
と
に
行
な
う
の
が
常
道
だ

が
、
往
々
に
し
て
、
そ
の
よ
う
な
配
慮
な
し
に
行
な
わ
れ
る
の
も
事
寅
で
あ

る
。
氏
は
、
西
北
方
面
で
の
軍
事
行
動
準
備
の
基
本
た
る
経
済
政
策
が
王
安
石

の
政
策
と
重
要
な
関
係
を
も
っ
た
こ
と
、
し
か
も
成
功
し
な
い
ま
ま
に
軍
事
行

動
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
あ
げ
、
同
時
に
、
背
景
と
し
て
嘗
一
該
一
時
代
の
鰻
害
な

ど
に
よ
る
経
済
混
乱
を
あ
げ
る
。
偲
明
徳
泉
・
任
鵬
傑
雨
氏
は
際
寧
・
元
盟
時
代

の
農
田
水
利
法
の
賓
施
に
関
し
て
、
そ
の
地
理
的
分
布
と
祉
曾
的
教
果
を
考
察

す
る
。
約
一
億
畝
に
及
ん
だ
と
考
察
さ
れ
る
農
田
水
利
法
は
、
全
圏
的
に
か
っ

大
規
模
に
施
行
さ
れ
た
。
慎
重
に
配
慮
さ
れ
た
政
策
は
王
安
石
新
法
の
要
で
概

ね
成
功
し
た
と
し
、
農
田
水
利
法
を
河
北
に
施
行
し
た
結
果
、
江
南
の
負
掘
を

減
じ
そ
の
護
展
を
促
進
し
た
と
捉
え
る
。

一
定
地
域
の
設
遣
に
全
般
的
な
経
済

政
策
が
ど
う
関
係
す
る
か
軽
々
に
は
断
じ
ら
れ
な
い
が
、
興
味
あ
る
見
解
で
あ

る
。
と
こ
ろ
で
、
江
南
の
経
済
力
に
闘
す
る
論
文
を
諌
む
た
び
に
考
え
る
の

は
、
准
南
の
紋
況
で
あ
る
。
華
北
か
ら
江
南
へ
と
い
う
闘
式
が
あ
る
が
、
そ
の

聞
の
准
南
の
紋
況
は
ど
う
だ
つ
た
の
か
。
史
料
上
の
問
題
が
あ
る
こ
と
は
承
知

し
て
い
る
が
、
こ
の
地
域
の
研
究
を
一
一
層
進
め
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

V

政
治
に
は
何
色

s
c
z
z・
巧

01Z-
ャ
・
「
宋
初
の
武
力
均
衡
政

策
」、

ω
2・
芸
、
H
，

g
m
「王
安
石
の
改
革
運
動
新
論
」、

責
寛
重
「
南
宋
の
茶

一商人
頼
文
政
の
叛
飢
」
、
陳
吉
岡
華
「
蒙
古
使
節
王
織
の
南
宋
汲
遣
に
つ
い
て
」
、

衣
川
強

「
劉
整
の
叛
乱
」
な
ど
の
論
文
が
あ
っ
ま
る
。

H
W

品
目

E
L
Z
・4
〈
O
H
p
u
、
.
』
『
・
氏
の
論
題
は
、
寧
の
コ
ン
ト

?
l
ル
に
関
す

る
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
宋
は
軍
の
管
制
に
腐
心
し
、
そ
の
結
果
と

し
て
文
臣
官
僚
の
登
用
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
、
遁
常
の
指
摘
の
よ
う
に
シ
ピ
り

ア
ン
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
い
う
今
目
的
感
究
で
捉
え
う
る
か
否
か
は
な
お
考
察

が
必
要
だ
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
、
異
常
な
ま
で
の
軍
の
管
制
の
問
題
を
太
租

・

太
宗
の
微
妙
な
差
異
を
念
頭
に
論
じ
る
。

ω21u、
口
吋

g
m
氏
は
、
嘗
を
得
、

し
か
も
雄
大
な
ス
ケ
ー
ル
を
も
っ
た
王
安
石
の
改
革
運
動
の
挫
折
を
新
論
と
し

て
展
開
し
、
優
れ
た
改
革
が
挫
折
し
た
の
は
結
局
、
首
の
王
安
石
も
含
め
て
人

を
得
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
す
る
。
こ
の
論
文
は
人
聞
社
舎
に
常
に
附
き
ま
と

う
挫
折
の
多
く
が
、
掛
田
該
祉
舎
の
鉄
陥
や
認
識
の
甘
さ
か
ら
く
る
一
方
で
、
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人
を
得
な
い
こ
と
に
も
求
め
て
い
る
。
し
か
し
、
人
を
得
な
い
こ
と
も
ま
た
社

舎
の
構
造
や
認
識
の
甘
さ
に
求
め
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
考
察
に
際
し
て

は
、
そ
の
駄
を
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
鶏
と
卵
の
関
係
に
も
似
る
が
、
こ
の

種
の
考
察
の
難
し
さ
で
も
あ
ろ
う
。

資
寛
重
氏
は
南
宋
の
淳
岡
山
一
一
(
一
一
七
五
〉
年
に
起
っ
た
茶
一
商
一
頼
文
政
の
奴

飢
を
論
じ
る
。
氏
は
こ
の
叛
飢
を
南
宋
の
軍
事
・
政
治

・
祉
禽
の
特
質
を
明
ら

か
に
し
う
る
好
例
と
捉
え
る
。
専
費
制
度
と
政
府
の
強
行
策
が
反
援
を
招
き
一

般
民
衆
の
支
持
も
得
た
叛
乱
を
引
起
こ
す
。
鎮
定
に
む
か
つ
た
軍
の
規
律
の
悪

さ
が
民
衆
の
反
援
を
一
一
層
あ
お
り
、
さ
ら
に
現
地
の
私
的
な
武
装
集
圏
と
の
取

り
引
き
を
含
み
つ
つ
、
こ
れ
を
鎮
定
し
て
い
く
と
い
う
の
は
、
前
近
代
中
闘
に

お
け
る
叛
飢
の
典
型
的
ケ
1

ス
で
あ
る
。
こ
の
水
詩
的
事
件
の
展
開
の
な
か

に
、
ど
う
南
宋
代
の
特
色
を
讃
み
込
む
か
。
難
し
い
と
こ
ろ
だ
が
、
宋
朝
は
こ

の
事
件
を
分
析
し
後
の
政
策
に
反
映
さ
せ
た
と
す
る
。
陳
古
同
華
氏
は
蒙
古
使
節

王
織
の
南
宋
へ
の
仮
遣
と
歎
閥
的
な
外
交
取
り
引
き
が
綬
き
え
た
理
由
を
、
権

力
者
史
諸
之
の
釘
態
と
か
ら
め
て
論
じ
る
。
衣
川
強
氏
の
論
じ
た
劉
整
の
叛
飢

は
、
南
宋
末
期
の
奴
飢
で
あ
る
。
劉
整
は
金
か
ら
南
宋
へ
、
南
宋
か
ら
モ
ン
ゴ

ル
へ
と
貌
菅
南
北
朝
的
な
動
き
を
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
行
動
を

何
故
に
と
っ
た
か
。
そ
れ
は
、
買
似
道
の
舎
計
検
査
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。

た
だ
、
こ
の
曾
計
検
査
の
寅
施
吠
況
は
不
明
な
黙
が
多
い
よ
う
で
、
こ
の
設
明

は
い
さ
さ
か
迫
力
を
紋
く
。

紹
介
し
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
軍
政
に
関
す
る
研
究
が
多
い
。
す
で
に
示
唆

し
た
よ
う
に
、
こ
の
分
野
の
研
究
を
一
一
層
詰
め
な
く
て
は
な
ら
ぬ
と
考
え
て
い

る
評
者
に
と
っ
て
推
奨
す
べ
き
傾
向
で
あ
る
。
だ
が
、
よ
り
基
本
的
な
軍
事
シ

ス
テ
ム
の
解
明
な
く
し
て
、
こ
れ
ら
の
成
果
は
生
か
さ
れ
な
い
。
ま
す
ま
す
、

軍
事
関
係
の
研
究
推
進
の
必
要
性
を
感
じ
た
。

川町

法
制
は
陳
智
超

「
宋
代
の
書
舗
と
訟
師」
、
出

2
Zユ
p
g
r
o
「
金

朝
の
法
律
陸
系
」
、
ロ
コ

EHW-
玄
の
関
口
一
四
宮
「
権
力
者
の
犯
罪
|
|
陳
執
中
の

場
合
」
、
佐
伯
富
「
宋
代
に
お
け
る
牢
城
軍
に
つ
い
て
」
、
李
酒
「
宋
代
の
検
正

と
都
司
に
つ
い
て
」
、
侮
原
郁

「
宋
代
の
郷
司
ーー
ー
そ
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ
っ

て
|
|
」
、
林
天
蔚
「
南
宋
機
速
房
の
設
す
一
よ
り
宋
代
の
君
主
権
と
宰
相
権
の

昇
降
を
論
ず
」
、
王
曾
議
「
南
宋
後
期
、
揚
州
駐
屯
部
隊
の
名
稽
と
現
存
す
る

揚
州
城
磁
文
の
検
設
」
な
ど
の
論
文
で
あ
る
。
陳
智
超
氏
は
書
舗
に
つ
い
て
論

じ
る
。
指
摘
の
よ
う
に
、
宋
代
の
書
舗
に
は
二
つ
の
意
味
が
あ
っ
た
。
本
屋
と

代
書
屋
で
あ
る
。
氏
は
、
代
書
屋
を
取
り
上
げ
、
そ
の
観
念
が
北
宋
以
後
確
定

し
て
い
く
経
緯
と
内
容
を
論
じ
る
。

同吋『

gro
氏
は
金
の
法
律
陸
系
が
部
族
的

な
色
彩
を
残
し
つ
つ
も
、
中
図
的
な
法
定
主
義
へ
傾
斜
し
て
い
く
と
論
じ
る
。

と
り
わ
け
、
社
曾
の
基
本
た
る
婚
姻
関
係
に
女
員
人
特
有
の
習
慣
を
ひ
き
ず
っ

て
い
る
と
の
指
摘
に
は
興
味
を
感
じ
た
。

玄
円
甲
ハ
ロ
一
四
}
三
氏
は
科
翠
出
身
に
あ

ら
ざ
る
権
力
者
陳
執
中
の
犯
罪
を
通
し
て
、
奮
中
園
社
命
聞
の
上
層
部
の
法
意
識

と
倫
理
観
を
探
る
。
沓
中
園
で
は
、
指
導
的
立
場
に
あ
る
べ
き
士
大
夫
の
犯
罪

が
多
く
見
ら
れ
た
。
人
民
の
上
に
の
し
か
か
る
こ
の
専
横
は
、
主
と
し
て
土
地

の
占
媛
、
地
方
政
治
へ
の
関
輿
な
ど
の
面
か
ら
捉
え
ら
れ
て
き
た
が
、
他
の
分

野
で
も
多
〈
見
ら
れ
た
。
犯
罪
の
本
質
を
見
極
め
る
た
め
に
は
、
か
く
の
ご
と

き
微
細
な
調
査
が
必
要
で
、
取
り
わ
け
、
科
翠
出
身
に
あ
ら
ざ
る
権
力
者
の
犯

罪
の
究
明
は
、
よ
り
深
い
寅
態
を
知
る
手
掛
か
り
に
な
る
。
佐
伯
富
「
宋
代
に

お
け
る
牢
城
軍
に
つ
い
て
」
は
宋
代
の
牢
城
軍
に
つ
い
て
の
考
察
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
も
手
堅
く
手
慣
れ
た
考
察
が
自
に
つ
く
。

李
酒
氏
は
、
宰
相
模
に
関
し
て
北
宋
よ
り
南
宋
に
い
た
る
長
い
タ
イ
ム

・
ス

パ
ン
で
そ
の
伸
張
を
考
察
し
、
検
正
な
ら
び
に
都
司
は
王
安
石
の
改
革
に
と
も

な
っ
て
設
置
さ
れ
た
と
論
じ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
察
が
鱒
換
期
に
出
現
し
た
王
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安
石
の
改
革
の
意
味
と
影
響
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
に
な
ろ
う
。
梅
原
郁

氏
は
不
明
な
黙
の
多
い
忍
円
吏
問
題
を
論
じ
、
郷
司
が
都
市
ま
た
は
農
村
の
脅
吏

と
は
別
の
形
態
を
も
っ
て
、
濁
自
の
位
置
を
占
め
て
い
た
と
す
る
。
膏
吏
の
研

究
は
宋
代
の
質
質
的
な
支
配
形
態
を
探
る
の
に
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
を
い
ま
ま

で
の
基
礎
的
研
究
か
ら
ジ
ャ
ン
プ
さ
せ
る
に
は
、
こ
の
よ
う
に

一
つ
一
つ
問
題

を
解
き
ほ
ぐ
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
相
襲
ら
ず
自
の
つ
け
ど
こ
ろ
の
良
い
論

文
で
、
都
市
性
と
農
村
性
を
見
極
め
る
の
に
必
要
な
作
業
で
あ
る
。
林
天
蔚
氏

は
、
南
宋
初
に
設
置
さ
れ
改
駿
の
あ
っ
た
機
速
房
を
論
じ
る
。
南
宋
史
は
四
人

の
宰
相
で
語
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
わ
れ
る
が
、
細
か
い
制
度
的
裏
付
け
は
そ

れ
ほ
ど
追
及
さ
れ
て
な
い
。
と
い
う
よ
り
、
研
究
そ
の
も
の
が
、
な
お
手
つ
か

ず
で
あ
る
と
い
っ
た
ほ
う
が
良
か
ろ
う
。
氏
は
李
嵐
氏
と
同
様
、
こ
の
問
題
に

分
け
入
る
。
権
力
を
構
築
し
え
た
人
物
が
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
支
え
る
シ

ス
テ
ム
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
な
る
解
明
が
撃
ま
れ
る
。
王
曾
磁
氏
の

論
稿
は
南
宋
後
期
の
揚
州
出
土
の
揚
州
城
甑
文
と
駐
屯
部
隊
の
名
穏
に
関
す
る

も
の
で
あ
る
が
、
骨
子
は
軍
制
に
関
す
る
。
揚
州
城
駆
文
は
『
文
物
』
一
九
六

二
年
十
一
期
に
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
、
宋
代
に
は
こ
の
よ
う
な
史
料
の
出
現
は

徐
り
多
く
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
、
貴
重
な
史
料
で
、
そ
の
用
途
を
示
し
た
論
文

で
あ
る
。
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宗
教
に
は
竺
沙
雅
章
氏
「
宋
初
の
政
治
と
宗
教
」
の
論
文
が
お
さ
め

ら
れ
る
。
信
一
沙
氏
は
太
租
・
太
宗
の
宋
初
二
代
の
皇
帝
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
差
異

を
見
せ
な
が
ら
も
、
傍
数
と
道
教
を
用
い
た
と
こ
ろ
か
ら
、
宋
代
の
隆
盛
が
始

ま
っ
た
と
論
じ
る
。
お
よ
そ
、
一
園
の
、
も
し
く
は
強
力
な
権
力
健
の
誕
生
に

際
し
て
は
、
そ
れ
を
支
え
る
強
力
な
理
論
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
必
要
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
中
園
史
に
お
い
て
も
同
様
だ
が
、
宋
の
建
園
に
際
し
で
も
追
及
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
儒
風
平
を
規
範
に
し
た
科
摩
制
度
も
建
園
と
維
持
の
論
理
と

し
て
重
要
で
あ
る
が
、
宋
皐
成
立
ま
で
に
は
な
お
好
徐
曲
折
が
あ
る
。
こ
う
し

た
な
か
で
、
宋
初
に
宗
教
の
果
し
た
役
割
の
迫
及
は
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
宗
数
が
何
故
に
併
数
と
道
教
の
二
つ
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
れ
か
ら
の
迫
及

が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
宗
教
関
係
の
論
文
が
一
本
で
あ
る
こ
と

は
、
は
か
ら
ず
も
、
こ
の
分
野
が
手
薄
な
こ
と
を
一
示
す
結
果
と
な
っ
た
。

川
川
息
一
術
思
想
に
は
の
0
2邑

ω
n
E
Z
E
5『
「
宋
代
の
史
権
」
、
鏡
宗

顕
「
宋
代
の
潮
州
に
赴
任
し
た
官
僚
と
萄
皐
・
関
嬰
|
|
潮
州
に
お
け
る
韓
念

写
崇
の
由
来
l
|」
、
朱
瑞
照
「
宋
代
の
理
準
家
|
|
唐
仲
友
」
、
担

n
E
L

F
-
0
2
2
「
南
宋
に
お
け
る
歴
史
像
の
定
型
化
の
展
開
|
|
史
菊
速
の
場
合
」
、

陳
皐
森
〈
Zor--曲
目
。

E
ロ
)
「
宋
・
金
の
二
一
帝
一
、
碁
で
天
下
を
争
う
|
|
『
宣

和
遣
事
』
の
史
寅
|
|
」
、
田
浩
(
甲
山
。
ヱ
ロ

2
0
Z
E
吋
三
日
目
)
・
散
宗
態

「
金
朝
の
思
想
と
政
治
制
度
に
つ
い
て
」
が
お
さ
め
ら
れ
る
。

。
。
号
邑

ω
n
z
z
E
E円
氏
は
宋
代
に
お
け
る
歴
史
筆
者
の
権
威
を
論
じ
、

天
の
及
ば
ぬ
と
こ
ろ
を
君
が
補
い
、
君
の
寄
る
も
の
が
歴
史
で
あ
る
と
し
て
高

三
評
領
さ
れ
た
と
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
古
典
や
精
紳
に
債
値
を
求
め
る
中

園
人
の
共
通
の
意
識
で
あ
っ
た
と
す
る
。
た
だ
、
そ
れ
が
現
賓
に
ど
う
反
映
し

た
の
か
。
歴
史
皐
者
の
も
つ
重
み
を
改
め
て
感
じ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ゆ
え
に

生
じ
る
思
考
の
紋
黙
も
ま
た
考
え
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
鏡
宗
顕
氏
の

論
稿
は
興
味
深
い
。
宋
代
の
潮
州
に
赴
任
し
た
官
僚
と
窃
皐

・
関
皐
に
つ
い
て

論
じ
る
が
、
取
り
わ
け
て
潮
州
に
お
け
る
韓
愈
傘
崇
の
由
来
を
検
討
し
、
唐
代

の
皮
日
休
に
由
来
す
る
と
す
る
。
宋
代
に
な
る
と
科
翠
試
験
の
盛
行
と
あ
い
ま

っ
て
地
方
皐
が
妥
達
し
、
儒
息
?
と
数
養
と
し
て
の
文
皐
の
噌
み
も
一
世
を
風
臨時

す
る
。
地
域
の
論
理
を
究
明
す
る
に
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
を
一
つ
一
つ
ほ
ぐ

し
て

い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
に
目
を
向
け
た
論
稿
で
あ
る
。
朱
瑞
県
民
の
論
は

慈
名
高
い
理
筆
家
唐
仲
友
に
関
す
る
。

氏
は
唐
仲
友
に
射
し
て
一

定
の
許
債
を

づ，
p
n
v
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興
え
た
う
え
で
、

朱
烹
の
彊
劾
の
内
容
を
検
討
す
る
。
こ
う
し
た
論
旨
の
な
か

で
興
味
を
引
い
た
の
は
史
料
の
も
つ
バ
イ
ア
ス
に
つ
い
て
の
提
言
で
あ
る
。
そ

の
意
味
で
、
こ
こ
で
、
注
目
し
た
い
の
は
、

m
z
E
L
「・

0
2
a
氏
の
論
文

で、

本
書
の
中
で
も
注
目
す
べ
き
も
の
の
一
つ
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
史
料
そ

の
も
の
が
含
む
問
題
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
た
こ
の
論
稿
は
、
宋
代
史
研
究
の
前

に
立
ち
は
だ
か
る
重
要
な
問
題
を
示
唆
す
る
。
本
書
で
も
、
慧
眼
な
宮
崎
市
定

氏
が
こ
の
問
題
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
。
だ
が
、
最
近
の
日
本
の
研
究
者
に
こ

の
よ
う
な
観
黙
が
横
溢
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
い
え
ぬ

よ
う
に
思
う
。
最
近
の
米
園
は
宋
代
を
揺
っ
た
知
識
人
の
研
究
に
優
れ
た
成
果

を
生
み
だ
し
て
い
る
が
、
氏
の
提
言
も
日
本
の
誇
る
寅
設
史
皐
の
弱
黙
を
つ
き

成
果
を
超
え
る
も
の
の
よ
う
に
思
っ
た
。
と
同
時
に
、
先
の
朱
氏
、
さ
ら
に
は

宮
崎
氏
の
論
稿
と
同
様
、
史
料
の
も
つ
バ
イ
ア
ス
へ
の
目
が
殴
し
く
な
っ
て
来

て
い
る
よ
う
に
思
う
。
宋
代
の
研
究
に
つ
い
て
新
た
な
覗
黙
と
方
法
が
準
備
さ

れ
つ
つ
あ
る
と
と
る
こ
と
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
か
。

陳
皐
森

(Zor--曲
目
。

E
ロ
〉
氏
の
宋
・
金
の
二
帯
が
碁
で
天
下
を
争
っ
た

と
い
う
『
宣
和
遣
事
』
の
記
事
に
関
す
る
論
は
、
あ
た
か
も
査
中
談
を
讃
ん
で

い
る
か
の
よ
う
な
気
に
さ
せ
ら
れ
た
。
宋
・
金
雨
皇
帝
に
関
す
る
こ
の
記
事

は
、
北
宋
の
滅
亡
を
含
ん
で
書
か
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
の
せ
る
『
宣
和
遺
事
』
の
も
つ
シ
ニ
カ
ル
な
面
が
明
ら
か
に
な
っ
て
面

白
い
。
と
同
時
に
、

金
と
い
う
王
朝
に
-内
在
す
る
正
統
性
へ
の
希
求
へ
の
論
と

な
っ
て
い
る
こ
と
も
興
味
を
抱
か
せ
る
。

か
ね
て
よ
り
、
元
好
聞
の
著
書
の

『
中
洲
集
』
と
い
う
表
題
が
華
北
を
捨
て
て
南
遷
し
た
中
園
人
に
劃
す
る
金
の

正
統
性
の
自
己
主
張
の
意
味
を
も
つ
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
『
由
且
和

遁
事
』
の
載
せ
る
故
事
は
南
宋
側
の
一
意
識
も
俸
え
る
よ
う
に
思
え
た
。
田
浩

(出

0
1
2
2
0
Z口
内
回
、
ロ
ロ
自

E
)
・
食
宗
慾
雨
氏
、か
論
じ
た
金
朝
の
思
想
と
政

治
制
度
に
つ
い
て
も
同
様
の
意
識
が
窺
え
る
よ
う
に
思
う
。

金
人
の
意
識
の
向

上
は
、
周
透
地
域
に
お
け
る
中
園
文
化
の
受
容
と
そ
れ
に
た
い
す
る
見
識
、
な

か
ん
ず
く
朝
鮮
半
島
の
そ
れ
を
検
討
す
る
場
合
の
針
比
史
料
と
な
る
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。

X

文

患

に

は

γ
5
2
豆
-
Z里
町

03
「
陳
輿
義
の
詩
に
見
ら
れ
る
唐
風

と
宋
風
の
矛
盾
」
、
ロ
ミ
正
』
o
y
ロ
目
。
ロ
「
見
せ
掛
け
の
奇

跡

|
|
十
二
世
紀
侠

西
の
担
造
さ
れ
た
侍
承
」
の
論
文
を
分
類
す
る
。
先
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
氏
は
日
本

の
東
洋
史
皐
を
、
基
礎
的
な
研
究
を
受
け
て
い
な
い
た
め
に
文
皐
的
な
も
の
に

な
が
れ
、
本
来
の
歴
史
撃
者
が
気
つ
く
べ
き
問
題
に
気
が
つ
い
て
い
な
い
と
指

摘
し
て
い
る
。
だ
が
、
皮
肉
な
こ
と
に
、
こ
こ
で
は
日
本
人
及
び
中
園
人
の
論

文
が
な
い
。
こ
れ
は
、
劉
博
士
の
研
究
分
野
が
歴
史
皐
で
あ
る
こ
と
か
ら
き
た

蹄
結
で
あ
ろ
う
が
、
同
時
に
、
中
園
の
感
性
を
す
ぐ
れ
て
表
現
す
る
文
闘
争
の
研

究
が
漢
字
使
用
圏
の
み
の
濁
占
で
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
な

っ
た
。
グ
レ
l
ヴ
ィ
チ
氏
が
『
歴
史
皐
の
革
新
』
(
卒
凡
社
、
一
九
九

O
年
)

で
諌
言
し
た
よ
う
に
、
次
の
歴
史
研
究
は
文
化
的
な
も
の
に
移
行
し
て
い
く
の

で
あ
ろ
う
か
。
Z
R
m
O
2
氏
は
陳
奥
義
の
詩
を
手
掛
か
り
に
、
北
宋
か
ら
南
宋

に
か
け
て
の
詩
人
陳
奥
義
の
思
想
と
行
動
を
テ

1
マ
に
唐
詩
と
宋
詩
の
関
係
を

論
じ
、
同
時
に
揺
れ
動
く
彼
の
心
を
推
し
量
る
。
外
園
の
文
化
の
中
で
も
っ
と

も
量
り
が
た
い
も
の
が
文
皐
で
、
詩
が
そ
の
最
た
る
も
の
で
あ
る
。
異
な
る
言

語
の
壁
を
超
え
て
い
く
文
摩
の
理
解
は
心
性
の
問
題
に
関
わ
る
か
ら
で
あ
る
。

出
里
町
0
2
氏
は
そ
の
難
解
な
分
野
に
挑
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
、
評
者
と
し
て
は

英
誇
さ
れ
た
詩
に
多
大
の
興
味
を
感
じ
た
。

U
S
E
T
r
E
Oロ
氏
は
、
俸
設

が
意
図
的
に
捜
造
さ
れ
た
と
確
認
で
き
る
珍
し
い
ケ
l
ス
を
取
り
上
げ
た
。
停

承
や
奇
跡
に
は
意
園
的
に
流
体
し
た
も
の
と
自
然
愛
生
的
に
流
出
得
し
た
も
の
と

こ
つ
の
ケ
l
ス
が
あ
る
。
一
意
国
的
な
も
の
は
流
俸
者
の
意
図
を
探
り
、
自
然
褒
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生
的
な
も
の
は
民
衆
の
意
識
を
探
る
の
に
よ
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
ゆ
え
に
爾
者

の
差
異
を
十
分
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
分
野
で
業
績
を
患
げ

て
い
る
氏
だ
が
、
宋
代
史
に
も
こ
の
よ
う
な
傾
向
の
論
文
が
出
だ
し
た
か
と
、

一
種
の
感
慨
を
も
っ
た
。

W
A

書
誌
拳
に
は
王
雲
海
「
『
宋
曾
要
輯
稿
校
補
』
綴
論
1

1
並
び
に
藤

田
本
『
宋
曾
要
』
「
食
貨
・
市
舶
」
の
稿
本
の
検
討
」
及
び
宋
稀
「
『
宋
史
筆』

遼

・
金
俸
を
讃
む
」
が
分
類
さ
れ
る
。
王
雲
海
氏
の
論
文
は
、
評
者
も
多
大
の

関
心
を
も
ち
小
論
も
設
表
し
た
我
が
園
に
招
来
さ
れ
た
『
宋
曾
要
』
食
貨
の
潟

本
の
系
統
に
関
す
る
。
氏
は
校
訂
の
末
に
康
雅
書
局
本
で
あ
ろ
う
と
断
ず
る
。

評
者
は
中
園
現
存
の
稿
本
を
検
討
し
て
い
な
い
の
で
何
と
も
云
え
な
い
が
、
従

来
の
設
が
信
じ
ら
れ
ぬ
と
す
る
見
解
に
は
同
感
で
あ
る
。
宋
稀
氏
は
朝
鮮
に
お

け
る
宋
史
の
編
纂
事
業
を
通
じ
て
、
朝
鮮
に
お
け
る
宋
皐
の
影
響
を
論
じ
た
。

儒
皐
の
俸
統
を
誇
る
牢
島
で
は
あ
る
が
、
そ
の
寅
態
は
案
外
知
ら
れ
て
い
な
い

よ
う
に
思
う
。
評
者
は
、
最
近
、
江
戸
時
代
の
儒
皐
に
関
す
る
論
者
を
讃
ん
で

い
る
。
鐙
制
の
異
な
る
日
本
で
の
宋
阜
の
受
容
と
援
用
に
興
味
を
抱
く
と
と
も

に
、
彼
我
の
接
聞
の
理
解
の
差
異
を
知
る
こ
と
が
、
ひ
い
て
は
中
園
の
皐
聞
の

本
質
を
知
る
助
け
に
な
る
と
思
う
が
ゆ
え
で
あ
る
。
落
差
を
知
る
こ
と
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
高
さ
や
低
さ
を
知
る
こ
と
に
な
る
で
は
な
い
か
。
宋
稀
氏
の
論
文

は
、
こ
の
黙
に
示
唆
を
輿
え
る
。
し
か
も
、
こ
の
よ
う
な
研
究
が
重
要
な
の

は
、
文
化
の
縫
承
が
ど
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
、
か
っ
そ
の
影
響
が
ど
の
よ
う
に

浸
透
し
た
か
を
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
本
質
を
考
え
る
手
掛
か
り
に
な

る
か
ら
で
あ
る
。
控
制
も
風
土
も
異
な
る
園
々
に
受
入
れ
ら
れ
た
朱
子
拳
の
本

質
は
何
か
。
例
え
ば
、
江
戸
期
の
儒
皐
を
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
宋
代
儒
同
月
干

の
本
質
に
迫
り
う
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
う
。
ア
ジ
ア
に
蔓
延
し
た
皐
問
の

本
質
を
捉
え
る
た
め
に
は
、
宋
瞬
氏
の
よ
う
な
努
力
が
績
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な

L、
。

四

以
上
、
各
分
野
に
分
か
っ
て
紹
介
し
た
。
多
彩
な
論
文
の
集
合
剛
胆
で
あ
る
か

ら
、
個
々
の
論
文
へ
の
深
入
り
を
避
け
、
で
き
る
だ
け
総
合
的
な
讃
後
感
を
述

べ
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
宋
代
の
研
究
が
康
範
な
分
野
に
わ
た
っ
て
行

な
わ
れ
、
そ
れ
な
り
の
厚
み
が
あ
る
こ
と
が
改
め
て
理
解
で
き
た
。
も
っ
と

も
、
一
つ
一
つ
指
摘
し
な
か
っ
た
が
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
あ
る
程
度
の
成
果
を

得
て
い
る
事
柄
を
念
頭
に
お
か
ず
に
論
じ
た
も
の
、
ま
た
、
末
枝
に
拘
っ
た
も

の
も
な
い
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
各
園
に
お
け
る
相
互
の
論
文
の
不
消
化

に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
は
是
正
さ
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

以
後
の
成
果
を
期
待
し
た
い
。
こ
の
ほ
か
、
こ
れ
以
外
に
も
行
な
わ
れ
る
べ
き

分
野
が
多
々
あ
る
こ
と
が
、
改
め
て
理
解
で
き
る
こ
と
も
本
書
の
利
黙
で
あ

る
。
例
え
ば
、
た
び
た
び
述
べ
た
軍
制
史
で
あ
る
。
こ
の
分
野
に
は
時
代
を
通

じ
て
些
末
な
研
究
が
若
干
あ
る
の
み
で
、
壮
大
な
久
ケ
l
ル
と
視
野
の
も
と
に

軍
制
が
中
園
の
祉
曾
に
持
っ
た
意
味
を
追
及
す
る
も
の
は
な
い
に
等
し
い
。
願

わ
く
ば
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
論
文
が
で
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
書
は
劉
子
健
博
士
の
頭
車
一
骨
を
記
念

し
て
献
呈
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
だ
け
で
宋
代
史
研
究
の
傾
向
を
論
じ
る
の

は
開
遣
い
で
あ
る
。
い
う
べ
き
は
、
各
園
か
ら
康
範
圏
か
つ
高
度
な
水
準
の
論

文
を
集
め
え
た
と
い
う
黙
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
に
、
書
評
は
評
者
の
力
量
を

は
る
か
に
超
え
た
重
い
負
捲
で
あ
っ
た
。
誤
っ
た
濁
断
や
批
評
が
あ
っ
た
と
思

う
が
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
寛
恕
願
い
た
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
本
蓄
が
機
に
な
っ

て
さ
ら
に
園
際
交
流
が
進
む
と
と
も
に
、
皐
術
の
向
上
が
質
現
す
る
よ
う
に
切

に
望
み
た
い
。
こ
れ
こ
そ
が
、
博
士
の
願
い
で
あ
ろ
う
か
ら
。
最
後
に
、
博
士
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の
一
層
の
健
康
と
活
動
の
設
展
を
祈
っ
て
潤
筆
す
る
。

一
九
八
九
年
九
月
京
都
同
朋
合
出
版

B
5
列

七

O
八
頁
四
九
四
四

O
園

呉
樹
卒
著

秦
漢
文
献
研
究

林

春

樹

秦
漢
時
代
に
関
係
す
る
史
料
の
う
ち
、
『
史
記
』
や
、
近
年
設
見
さ
れ
た
雲

夢
睡
虎
地
竹
簡
な
ど
の
諸
文
献
に
劃
し
て
は
銃
に
様
々
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い

る
。
と
り
わ
け
前
者
に
つ
い
て
は
、
「
『
史
記
』
皐
」
も
し
く
は
「
司
馬
遷
皐
」

と
も
稽
す
る
べ
き
新
た
な
皐
問
領
域
を
形
成
し
得
る
ほ
ど
に
膨
大
な
「
量
」
の

研
究
が
夜
表
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
周
知
の
事
貸
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ

れ
と
は
劉
照
的
に
、
他
の
著
作
、
例
え
ば
沼
障
の
そ
れ
に
代
表
さ
れ
る
種
々
の

『
後
漢
書
』
、
あ
る
い
は
そ
の
租
本
の
一
つ
と
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
『
東
観
漢

記
』
な
ど
に
つ
い
て
は
極
め
て
僅
か
な
研
究
し
か
設
表
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ

が
中
園
古
代
史
皐
史
の
一
つ
の
飲
陥
と
な
っ
て
い
た
こ
と
も
否
定
し
得
な
い
事

寅
で
あ
っ
た
。

こ
こ
に
書
評
を
試
み
る
英
樹
卒
氏
の
『
秦
漢
文
献
研
究
』
は
、
秦
漢
時
代
関

係
の
文
献
研
究
に
存
在
す
る
そ
の
よ
う
な
閲
隙
を
埋
め
る
業
績
と
し
て
貴
重
な

著
作
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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本
書
の
構
成
を
「
目
録
」
に
従
っ
て
紹
介
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

雲
夢
秦
簡
所
反
映
的
秦
代
社
曾
階
級
朕
況

従
竹
筒
本
《
秦
律
》
看
秦
律
律
篇
的
歴
史
源
流

竹
関
本
《
秦
律
》
的
法
律
観
及
其
前
後
的
因
革


